
自治基本条例を考える  とは？  

民の会では、まちづくりの課題について話し合い、共通の目的を持って協力しな

がらまちを良くしていくための基本的ルールである「自治基本条例」についての

検討を進めています。 

東日本大震災は、「まち」の大切さを改めて認識する機会となりました。もしも電気、通

信、道路などのインフラが崩れたら、私たちの便利な暮らしも一変します。私たちは、「ま

ち」の総合的な支援のもとで仕事や生活をしています。 

「まち」や「地域コミュニティ」についての関心が改めて高

まっており、市民が集まったり意見を表明したりするには絶好

の機会となっていますが、残念なことに、それを具体的に表明

する方法がわからないし、用意されていないのが実情です。 

「市民の会」では、意見を表明する仕組みやまちづくり参画

の基本的なルールとしての「自治基本条例」についての検討作

業を行っています。 

 とは？  

議室での会議ではなく、コーヒーやお茶を飲みながらの会話が思わぬ新しいアイ

ディアにつながった経験はお持ちではありませんか？ 

ワールドカフェは、そのようなリラックスした雰囲気でのオープンな会話でこ

そ、新しいつながりや発見が生みだされるという考え方に基づいた話し合いの手法です。 

「4 人」という数字は素晴らしい数字で、それ以上多くなると

それぞれが話す機会が少なくなり、聞き手に回ることが多くな

ってしまいます。反対に、少ないと 1 人が話す時間が長くなり

過ぎて、お互いに相手の話を聞くことに集中することが難しく

なってしまいます。 

このため、基本的に 4 人 1 組でテーブルにつき、会話の中で

出た意見やアイディアをテーブルの上に敷かれた模造紙に自由

に書き込みます。リラックスした雰囲気で会話が盛り上がった

ところで、話し合うメンバーを交代。短時間でいろいろな意見

を聞くことができるのがワールドカフェの醍醐味です。 

ご意見をお寄せください！  
茂原市の「自治基本条例」を考えるためには、市民の皆

さんがどのようなまちのあり方を望んでいるか、その考え

を取り込みながら、今後のまちづくりのためにはどのよう

な基本原則を盛り込むべきなのかを考えていくことが必

要です。ぜひ、皆さんのご意見をお寄せください。 
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